
指 標

指標の意義

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子
A)入院中の患者に発生した転倒・転落件数

B）入院中の患者に発生したインシデント影響度分類レベル3b以
上の転倒・転落件数

分母 入院患者延べ数（人日）

収集

期間
1ヶ月毎

調整

方法

指標の計算式、分母・ 分子の解釈

2018年間数値報告

考察・分析

転倒・転落

A)最小値 2.26 25％値 3.67 中央値 4.67 75％値 5.47 最大値 8.02

B)最小値 0.00 25％値 0.04 中央値 0.12 75％値 0.22 最大値 0.49

転倒発生率は多くても、3b以上の有害事象を少なくすることが望まれます。

ハインリッヒの法則によると、1件の重大な事故の背後には29件の軽微な事故があり、その背景には300の

異常が存在すると言われています。軽微な事故、事故に至らない異常を発見し報告することで重大事故の発

生を予防すると言われています。

上位にある施設の多くは、3b以上の有害事象

となった事象を少なく抑える事が望まれます。

散布図の赤〇のように、Aは多数を示し対策が十分

にされていれば、Bは十分に抑える事ができている

と言えます。

鶴岡協立リハビリテーション病院は、転倒率11.9‰

と高値を示していますが、3b以上の発生率は0.08

‰と抑えられています。

転倒転落は、「起こりうる事として」、その要因を

取り除くことが基本的な課題であり、リスク評価、

回避のための環境整備、事故発生時の損傷をで

きるだけ軽減する取り組み、繰り返さないためのリ

スクアセスメントを行う事が重要です。3b以上の有

害事象が低く抑えられているのは、転倒転落に対

するマネージメントが習慣化されて取り組まれてい

ると思われます。

転倒・転落を予防し、発生時の損傷を軽減する。

A：入院患者での転倒転落発生率

B：入院患者での転倒転落によるインシデント影響度分類レベル3b以上の発生率

Outcome
厚 4

y = 0.0008x + 0.0605

R² = 0.0262
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